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出雲平野に降り注ぐうららかな春の陽射しの中、木々や草花に躍動感と生命力を感じる 

 

本日、このように多くの保護者の皆様のご出席のもと、平成２８年度入学式をかくも盛大 

 

に挙行できますことは、私ども教職員一同、大きな喜びとするところであります。 

また、ご多用の中，耕魂会会長 古川君和様、ＰＴＡ会長 塚本功治様をはじめとする

ご来賓の皆様方にご臨席を賜りましたことに，高いところからではございますが深く感謝

申し上げます。 

ただ今、入学を許可しました１６０名の新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

出雲農林高校の在校生、教職員一同は、みなさんの入学を心から歓迎します。 

本校は、創立８０有余年の伝統ある農業高校であります。また、県内唯一の農業専科の

高等学校であり、まさしく島根県の農業教育をリードするリーディングスクールでありま

す。その一員となる新入生のみなさんには、自信と誇りを持って日々生活をしていただき

たいと思っております。 

本校は、「耕魂 育命」を校訓とし、生命を育て、自らの魂を耕す「魂の教育」を旨とし

ております。少子高齢化、国際化、環境問題、そして地方創生など様々な課題を抱え、刻々

と変わる社会情勢の中、変わらず大切なものは、「生命に対する畏敬の念」「自然に対する

感謝の気持ち」であろうと思います。本校では、常に命と向き合い、豊かな心の育成に努

めております。 

今、入学生のみなさんは、夢と希望を胸に、初めての高校生活に大いに期待をしている

ことと思います。出雲農林高校は、そんな皆さんの夢と希望を叶える魅力的な学校を目指

しております。 



「見つけよう、自分の力の可能性！」本校は、みなさんの可能性を信じ、基礎基本の徹

底、専門性の向上、実践力の育成を図るため、様々な学びの機会を提供します。特に本年

度、本校は文部科学省から「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究

事業」の指定を受けました。これは、２０１９年から全国で始まる「高等学校基礎学力テ

スト」にいち早く対応すべく、基礎学力の定着に向けた指導の在り方、教材の開発、学習

習慣の確立を目指した研究であります。 

また、本校独自に「出雲農林スーパー・プロフェッショナル・ハイスクールプロジェク

ト」を立ち上げました。これは、社会の変化や産業の動向に対応した高度な知識や技術を

身に付け、社会の第一線で活躍できる専門的職業人を育成することを目的としたプロジェ

クトであります。本校ではこの文科省指定事業と本校独自プロジェクトを中心にみなさん

の秘めたる可能性を最大限に引き出したいと考えております。 

しかし、全て学校任せでは、みなさんの夢や希望は叶いません。そこで、みなさんに、

入学に当たり、本校の生徒が実践している出雲農林「耕魂五箇条」を紹介し、みなさんに

も実践していただきたいと思います。 

一つ目は、「汗をかく」ということです。 

“Easy come, easy go!”楽をして手に入れたものは、すぐに失ってしまいます。確かな力

を手に入れたければ、汗をかくしかありません。今日の汗は、明日の喜びに確実につなが

っています。 

二つ目は、「常識を学ぶ」ということです。 

世の中の一般常識はもとより、学校で学ぶ基本的な知識や技術をしっかり身に付けること

はすべてのスタートです。 



 三つ目は、「経験を積む」ということです。 

ＩＣＴ機器の普及によりバーチャルな世界が広がり、本物に触れる機会が少なくなる中で、

現実の世界で本物に触れながら経験を積むことの意義は、今非常に大きいと考えています。 

 四つ目は、「常識を疑う」ということです。常識だから仕方がないと思った瞬間にもう進

歩はありません。既成の概念にとらわれることなく、創造的な発想をしてほしいと願って

います。 

 五つ目は、「チャレンジする」ということです。 

ラグビーのワールドカップで一躍有名になったあの五郎丸歩選手でさえ、今海外で新たな

るルーティーンに挑戦しているようです。みなさんもこの三年間で、学習においても、部

活動においても、また学校行事においても、失敗を恐れず果敢にチャレンジをしてくださ

い。この「耕魂五箇条」を実践することにより、まだ見ぬ新しい自分に出会えることは、

この上ない驚きと喜びであるに違いありません。 

 

新入生の保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。本日のお子様の姿に、感慨 

 

いかばかりかと拝察いたします。私どもに寄せられている大きな期待をしっかりと受け止 

 

め、教職員一同、一丸となって努力して参ります。 

 

申すまでもなく、お子様一人ひとりの健やかな成長のためには、学校・家庭、相互の信 

 

頼関係は欠かせないものであります。どうか本校の教育活動に対しまして、深いご理解と 

 

ご協力を賜りますよう、この場を借りてお願い申し上げます。 

 

最後になりましたが、新入生の皆さんの三年間の高校生活が楽しく、且つ実り多きもの 

 

になることを心から祈念し、式辞といたします。 

平成２８年４月８日   島根県立出雲農林高等学校長 佐藤睦也 

 


